
都道府県名 市町村名

ﾏﾂﾀﾊﾞｼ 町道円明寺線第53号 1972 26.0 8.3 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾌﾀﾞﾊﾞﾊｼ 町道大山崎線第60号 1938 20.5 2.4 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅰ

ｵｵｲｹﾎｳﾘｭｳｷｮｳ 町道円明寺線65号 1980 2.8 2.9 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｸﾎﾞｶﾜﾊﾞｼ1ｺﾞｳ 町道円明寺線57号 1972 4.2 6.8 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｾﾝﾀﾆｶﾜﾊｼ 町道円明寺線57号 1972 2.9 5.4 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｸﾎﾞｶﾜﾊﾞｼ2ｺﾞｳ 町道円明寺線57号 1972 4.7 5.8 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｸﾎﾞｶﾜﾊﾞｼ3ｺﾞｳ 町道大山崎円明寺線 1971 4.0 8.7 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾋﾛｼｷﾊﾞｼ2ｺﾞｳ 町道大山崎線第30号 1968 4.1 6.5 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｶｶﾞﾐﾀﾞﾊｼ1ｺﾞｳ 町道大山崎線第44号 1970 5.5 4.6 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｶｶﾞﾐﾀﾞﾊｼ2ｺﾞｳ 町道大山崎線第35号 1967 7.4 6.7 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾀｶﾊｼｶﾜﾊﾞｼ1ｺﾞｳ 町道大山崎線第70号 1988 5.7 2.0 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾀｶﾊｼｶﾜﾊﾞｼ2ｺﾞｳ 町道大山崎円明寺線 1972 2.9 6.1 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｼﾘｴﾊｼ 町道大山崎線第59号 1983 22.3 6.0 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾔﾅｷﾞｼﾏﾖｳｽｲｷｮｳ 町道大山崎線第59号 2007 3.6 7.9 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾌﾅﾊｼｶﾜﾊﾞｼ 町道大山崎線第67号 1972 3.8 4.8 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾊﾝｷｭｳﾘｸﾊｼ 町道大山崎線第65号 1954 13.6 1.8 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾆｼﾔﾏﾀﾞﾊｼ1ｺﾞｳｷｮｳ 町道大山崎線第77号 1982 6.2 9.6 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅰ

ﾆｼﾔﾏﾀﾞﾊｼ2ｺﾞｳｷｮｳ 町道大山崎線第77号 1982 6.3 8.1 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅰ

ﾃﾝﾉｳｻﾞﾝｺｾﾝｷｮｳ 町道円明寺線52号 1993 206.9 9.7 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｶｶﾞﾐﾀﾞﾊｼ3ｺﾞｳ 町道大山崎線第87号 1965 9.9 10.2 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｶｶﾞﾐﾀﾞﾊｼ4ｺﾞｳ 町道大山崎線第87号 1965 11.2 7.1 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｲｲﾀﾞﾊﾞｼ 町道下植野線第67号 1964 8.4 7.2 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅰ

ｶﾐｺﾊｼ 町道下植野線第71号 2003 8.8 18.7 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅰ

ｸﾎﾞｶﾞﾜﾊｼ4ｺﾞｳ 町道円明寺線第14号 不明 4.1 6.5 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｸﾎﾞｶﾞﾜﾊｼ5ｺﾞｳ 町道円明寺線第14号 不明 3.5 6.7 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｸﾎﾞｶﾞﾜﾊｼ6ｺﾞｳ 町道円明寺線第94号 不明 3.5 6.6 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ﾁｮｳｹｲﾊﾞｼ 町道円明寺線第48号 2018 24.1 3.8 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｺﾞｼﾞｮｳﾓﾄﾊﾞｼ 町道下植野線第10号 1986 3.3 10.9 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｸﾎﾞｶﾞﾜﾊﾞｼ 町道円明寺線第16号 1968 13.2 6.6 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

ｸﾎﾞｶﾞﾜｿｸﾄﾞｳｷｮｳ 町道円明寺線第16号 1984 13.8 3.3 大山崎町 京都府 大山崎町 Ⅱ

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階

大池放流橋

【橋梁点検結果】

橋りょう名（フリガナ） 路線名
架設
年次

（西暦）

橋長
(m)

幅員
(m)

管理者
行政区域 点検結果

（判定区分）
備考

天王山古戦橋

阪急陸橋

札場橋

尻江橋

松田橋

西山田橋1号橋

久保川橋1号

千谷川橋

久保川橋2号

久保川橋3号

広敷橋2号

鏡田橋1号

鏡田橋2号

高橋川橋1号

高橋川橋2号

柳島用水橋

舟橋川橋

長慶橋

西山田橋2号橋

鏡田橋3号

鏡田橋4号

飯田橋

上古橋

久保川橋

久保川側道橋

五条本橋

久保川橋4号

久保川橋5号

久保川橋6号

【判定区分】

構造物の機能に支障が生じていない状態。

　道路橋定期点検要領（平成26年6月 国土交通省道路
局）に基づき部材の評価を行い、橋梁の健全性をⅠから
Ⅳの4段階で総合的に評価を行っています。

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態。

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講
ずべき状態。

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し
く高く、緊急に措置を講ずべき状態。


